「学生の源」からみた高等教育改革 by 山下, 謙智
Title「学生の源」からみた高等教育改革
Author(s)山下, 謙智
















































全 く意識 しなくてもできるようになる (熟練)｡これは､その間脳内でさかんに学習活動が行われ､その事に対する















を発揮する (サヴァン症候群)12)｡人間の脳の ｢神秘性｣と ｢無限の可能性｣を示す例である｡












感 じたりそれらに対 して思考あるいは運動で反応し､記憶として保持する状態のことである｡ だから､意識というの
は脳全体の活動に関わってくる｡ また､起きているときの意識水準には高低があり､意識水準が高まれば脳全体の活
動が高まり､低くなれば脳全体の活動も低くなる｡
どのような ｢個別的働き｣を行うにしても､相応の意識の興奮 (覚醒レベル)､すなわち ｢全体的働きのレベル｣
が必要である｡ 眠くてぼんやりしていたり､他のことを考えて注意が散漫になったりして覚醒レベルが低下すれば､
読むことも､書くことも､計算することも､理解することも十分できず､何を問われても適切に答えることができな
い｡いくら個々の ｢個別的働き｣が優れていても､覚醒 レベル､つまり ｢全体的働き｣が低ければ､｢個別的働き｣
の本来の力を発揮することができない｡覚醒 レベルを動機づけ､あるいは発動意欲に置き換えることもできる｡















ロセス､つまり､最終的に表された結果に接 している｡ このプロセスは､学生が難 しい公式を解 く場合､外国語を学
ぶ場合､喜怒哀楽の感情を表に出す場合､運動する場合など､ほとんどすべての行動､態度､表情に共通 している｡
教師が､外から学生を観察 している ｢でき｣は､学生の脳内で起こっている一つ目あるいは二っ目のプロセスの ｢で
き｣､すなわち､感じる取る､および､考え､判断する ｢でき｣も関係 している｡


























病患者などに対 して､一時､前頭葉を破壊する手術 (ロボトミー ､ロベクトミー)が行われた｡現在は人道的な立場
から行われていないが､この手術を受けると､上述の暴発事故の場合と同様､生命に危険はないが､ 1)多弁で楽天
























ばならない ｡ 将来にわたって学生が ｢より良 く生きる｣ために､有能性と人間性は車の両輪である｡ それらの調和的




行われている大学教育 (入学試験を含む)およびその成果とは､必ずしも合致 しないように思う｡ これまでの大学教
育を振り返ってみると､もちろん大きな成果は上げてきたものの､さまざまな ｢歪み｣が現れてきたことも否定でき




















































12)トレッファー ト (高橋健次 訳)､なぜ彼らは天才的能力を示すのか､草思社､1992｡
13)津本忠治､脳と発達､朝倉書店､19880
14)矢沢サイエンスオフィス 編､最新脳科学､学習研究社､1990｡
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